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森 林 の 皆 伐 に よ り 蓄 積 さ れ て い た 有 機 物 量 の 減 少 を も た ら す 事 が し ば し ば 報 告 さ れ て お り
(Pau l  et a l.， 2 0 0 2 ) 、 土 壌 の 分 解 速 度 が 上 昇 す る 事 が そ の 一 因 で あ る と さ れ て い る (e.g. S h u t o u  
a n d  N a k a n e ，  2 0 0 4 ) 。 ま た 、 森 林 の 再 成 立 に 伴 う 土 壌 へ の 有 機 物 供 給 の 増 加 に 伴 い 、 減 少 し た
土 壌 有 機 物 量 は 回 復 す る 。 し か し 、 皆 伐 前 の 土 壌 有 機 物 含 量 に 戻 る に は 長 時 間 を 要 す る 上 に 、
要 す る 時 間 に は 大 き な 幅 が 見 ら れ る (e .g. S h u t o u  a n d  N a k a n e ，  2004; T h u i1le  a n d  Schulze ，  2 0 0 6 ) 。
従 っ て 、 皆 伐 か ら 森 林 の 再 成 立 過 程 に お け る 土 壌 有 機 物 蓄 積 量 の 変 化 及 び 回 復 過 程 に 関 す る
情 報 を 収 集 す る こ と は 重 要 で あ る 。 本 研 究 で は 、 表 層 土 壌 有 機 物 濃 度 及 び 安 定 炭 素 ・ 窒 素 同
位 体 組 成 の 変 化 に 着 目 し 、 林 分 の 発 達 に 伴 う 土 壌 有 機 物 動 態 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し
た 。 試 料 は 2 0 0 5 年 に 護 摩 壇 山 実 験 林 ( G E F ) に お い て 、 皆 伐 直 後 (0) 、 3 、 13 、 2 8 、 3 9 、 9 0 年 生
林 分 に お い て 表 層 無 機 土 壌 (0・ 10 c m ) を 採 取 し 、 T C ・ T N (g/kg  soiり及び ò \3
C
・ Òl~ (%0) を 分 析
し た 。
皆 伐 後 約 3 0 年 間 、 T C 、 T N は 低 水 準 で 維 持 さ れ て い た 。 さ ら に 、 そ の 期 間 に お い て 土 壌 有
機 物 の O
I3
C ，ÒI~ 値は上昇傾向を示し、 CN 比は低下傾向を示した。 森林の再成立に伴いリタ
ー 供 給 量 が 徐 々 に 増 加 す る と 予 想 さ れ る が 、 こ の 期 間 に お い て は 新 た に 供 給 さ れ る 有 機 物 の
土 壌 内 で の 蓄 積 は 比 較 的 少 な い と 考 え ら れ た 。 ま た 、 土 壌 有 機 物 の 同 位 体 組 成 ・ C N 比 の 結 果
よ り 、 皆 伐 に よ る 分 解 速 度 の 上 昇 が そ の 一 因 で あ る と 考 え ら れ た 。 従 っ て 、 皆 伐 か ら 約 3 0 年
間 で は 高 い 分 解 速 度 が 維 持 さ れ て お り 、 林 分 の 発 達 に よ っ て 供 給 さ れ る 有 機 物 は 蓄 積 さ れ 難
く 、 消 費 が 卓 越 す る 系 で あ る と 考 え ら れ た 。
一 方 で 、 皆 伐 か ら 3 0 年 以 降 に お い て は T C ，T N と も に 高 い 水 準 へ と 移 行 し た 事 か ら 、 供 給
さ れ た 有 機 物 の 蓄 積 が 進 ん で い る 事 が 考 え ら れ た 。 さ ら に 、 o
13
c.ÒI~ 値は徐々に低下する傾
向 を 示 し C N 比 は 上 昇 す る 傾 向 を 示 し た 事 か ら 、 比 較 的 未 分 解 な 成 分 の 寄 与 が 徐 々 に 増 し て
い る 事 が 示 唆 さ れ た 。 従 っ て 、 皆 伐 に よ り 上 昇 し た 分 解 活 性 は 落 ち 着 き 、 土 壌 に 蓄 積 さ れ る
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有機物量が増加する事が示唆された。以上の事から、皆伐による土壌有機物量の変化は 30年
程度までは分解活性の上昇により低い水準に保たれるが、 30年以降では再び皆伐前の水準に
戻り、土壌に有機物を蓄積する系へと移行することが示唆された。
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